
無料で利用できる支援サービスのご紹介

J-PlatPatの使い方をさらに詳しく！

知財の活用はおまかせ！あなたの会社の知財担当としてご支援します。

▶最寄りの専門窓口へ相談  ～知財総合支援窓口～

　中小企業の知財に関する相談を受ける「知財総合支援
窓口」が各都道府県に設置されています。J-PlatPatの操
作方法だけでなく、知財に関する悩みであれば無料で相
談できます。お気軽にご連絡ください。

最寄りの知財総合支援窓口の場所を確認することができます。
「0570-082100」にお電話いただければお近くの窓口におつなぎいたします。又は

知財総合支援窓口　○○県 検索 とインターネットで検索することで、

▶経営課題解決のヒント ～特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）を利用した経営課題解決の手引書～
J-PlatPatを利用した経営課題の解決策を具体例でご紹介します。
　J-PlatPatは、前ページに挙げたように様々な目的で利用できます。
本手引書では、「初めて訪問する企業の特徴を知りたい！」、「新製品を開
発したいが、自社の技術だけでは難しい！」という悩みについて、具体的
な操作手順とあわせて利用方法を説明しています。

経営課題の処方箋、
J-PlatPatのご紹介！

解決のHowto

経済産業省 特許庁 総務部 総務課 特許情報室
TEL：03-3581-1101（内線2361）　Email:PA0630@jpo.go.jp

本資料の問い合わせ先

電話やメールで気軽に相談できます。

▶J-PlatPatの使い方を手軽に相談  ～ヘルプデスク～

　J-PlatPatの使い方に困ったらヘルプデスクにご相談く
ださい。お手元で画面を操作しながら、J-PlatPatの使い
方について確認することができます。

☎03-6666-8801
helpdesk@j-platpat.inpit.go.jp

あの企業の
特徴を
知りたい！

この商品名、
使って
大丈夫？

なぜあの
企業の業績は
好調なの？

自社の
技術だけでは
新製品が開発
できない…。

特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）は、インターネットで利用できる
無料の特許情報検索ツールです。独立行政法人工業所有権情報・研修館
が運営しています。
J-PlatPatには特許を出願した企業や技術に関する情報などが掲載され
ており、これらの情報が経営課題解決のヒントになるかもしれません。

本手引書は、以下のURLよりダウンロードできます。
http://www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/chousa/sangyou_zaisan_service_houkoku.htm



こんな経営課題はありませんか？
特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）で
検索してみましょう！
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考案した技術や商品名を
使って良いか確認したい！
　既に権利化された技術や商品名を無断で使用する
と、仮にそのことを知らなかったとしても、権利侵害と
して訴えられるおそれがあります。商品の販売停止だ
けでなく、損害賠償による会社の経営危機を招くかも
しれません。 
　こういった問題を防ぐためには、あなたが考案した
技術や商品名を他社が既に権利化していないか調べ
ることが必要です。権利化された他社の技術情報は
J-PlatPatで確認することができます。

新製品を開発したいが、
自社の技術だけでは難しい！
　いいアイディアが思いついても「ウチの会社の技術力
だけでは無理だ…。」と思ってあきらめていませんか？
あなたが必要と考えている技術は、既に他社が開発し
て特許を出願しているかもしれません。
　J-PlatPatでは、特許に関する技術情報や、特許を
保有している企業を検索することができます。その企業
と提携して共同開発ができれば、開発にかかる時間と
コストを削減するだけでなく、新たなビジネスチャンス
が得られるかもしれません。

ライバル企業の業績が
好調である秘密を知りたい！
　ライバル企業の好調の秘密は、優れた特許技術に
あるのではないでしょうか。J-PlatPatを使ってその
企業が出願した特許の情報を検索してみると、どのよ
うな特徴があるかヒントをつかむきっかけになります。
例えば、部品や技術別に出願された特許の件数を集
計してみることで、ライバル企業が力を入れている技
術分野や今後の方向性を知ることができるかもしれま
せん。

使い方がわからなくても安心。無料の支援サービスはこちら

とインターネットで検索J-PlatPat 検索

https://www.j-platpat.inpit.go.jp又は

初めて訪問する企業の
特徴を知りたい！
　まだ取引したことのない企業に初めて訪問する際
は、訪問先企業の情報を事前に集めることが大切
です。訪問先企業が特許を出願しているようなら、
J-PlatPatでその特許について調べてみましょう。
企業が持っている優れた技術やアイディアといった、
ホームページには掲載されていない特徴を知ることが
できるかもしれません。また、訪問した際に開発過程
の苦労話や創意工夫のエピソードを話してもらうきっ
かけにもなるでしょう。

J-PlatPatでは
こんな情報が検索できます！

●デザイン

●ロゴマーク

●技術
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